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　夜道が涼しくて、気持ちいい。まだちょっと興奮の熱が冷めてないからかもしれない。
そんな事を考えながら、神薙は予定より遅い帰路に着いていた。
　あの後。キャッドについては後日改めて話すという事で、法井が姿を消したその直後、
久池井が両手に食料を抱えて帰ってきた。酒も持ってきたかったが、研究室の中でもしも
の事があったらいけないからと、久池井は残念そうな顔をして神薙にとりあえず（酒の代
わりに買ってきたらしい）つまみを勧めた。それはどうあれ、酒が苦手な神薙にとって、
酒がなかったのは正直、彼には好都合だった。酒好きな西村が聞くと、「バチあたりな」
と言われそうだが。
　しかしそれでも、久しぶりに再会した話で盛り上がって久池井は嬉しそうだったし、神
薙も久々に熱くなれた。そんなわけで、普通なら冷えるはずの春の夜道は、彼にとっては
ほどよい、涼しいものであった。
　彼は少し広めの通りに出て、今ではもう見慣れた、青い字で書かれてある看板のかかっ
た薬局屋に入っていこうとした。ここの家族であれば、勿論、表玄関から入るものだが、
彼はここから出入りするのが好きだった。薬局屋の主人の娘である、真崎奈瀬には、彼が
出ていく時には店の戸を開けておく様にと、いつも頼んである。
　が───
「……あれ？」
　普段なら開くはずのその戸は、いくら押しても開かなかった。押してもだめなら……と
彼は引いてみたが、結果は同じだった。
「おかしいな……やっぱ、帰るのが少し遅すぎたか……。」
　神薙は仕方なく、頭を掻きながら表玄関の方へときびすを返した。と、そちらへ近づく
につれて、何やら話し声が聞こえてくる。
「客……か？」
　それも、単なる客ではないと、彼はすぐに洞察した。話し声と共に、笑い声まで聞こえ
てくる。それに、あの彼女と話して笑えると───それも、長時間である。まさかこの時
間にそんな人物がわざわざこんな所を訪ねては来まい───なると、その人物は至極、限
られてくる。大学の同期か、とも彼は一瞬考えたが、それは少しまずかった。今彼が、真
崎と同棲しているのを知っているのは誰一人としていない。よって、それが知られると一
気に同期間に広まって───
（何が嫌かって、久池井さんにどうひやかされるかが一番嫌なんだよなぁ。）
　地獄絵図（？）を想像しながら、神薙は胸中で毒づいた。
　しかし、いつまでも客が帰るのを外で待ってもいられない。覚悟を決めて、彼はドアの
取っ手をつかん───
「……あれ？」
　言葉を洩らしたのは、彼ではなかった。
　中から真崎がちょうど外に出ようとしていたのとはち合わせになったらしく、それに驚
いて彼女が思わず声を出してしまったのである。
　だが何にしろ、驚いたのは勿論、彼女一人ではなかった。
「な、何だ？　俺がここにいるっての、分かってたのか？」
「う、ううん。別にそんなんじゃないの。ただ、単に外へ出ようと思って。」
「外って、どこへ？」
「デート。」
「デート？」
　聞き慣れない単語に、神薙は目を丸くした。しばらくして、はっと気付く。
「ま、まさか、お前にもとうとう彼氏ができたのか……世紀末だ……。」
「何、わけの分かんない事言ってるの、かんちゃん。」
　頭を抱えて小さく、不気味にわめく神薙を、真崎は半眼で一瞥した。そしてすぐに話題
を変える。
「ま、いいか。食事は人数が多い方が楽しいしね……ボクもたまにはかんちゃんのいない
所で、リッチな食事でもしよっかな～と思ってたんだけど。」
「……お前こそ、何をわけの分からん事を言ってるんだ？」
「ん？　珍しいお客さんが来たから、一緒に外食でも楽しんでこようかと思って、ね。」
「客……そうそう、さっきお前、誰かと話してたな、あれって一体誰なんだ？」
「ん～？　さぁって、誰なの……かな？」
　真崎は、意地の悪そうな笑みを浮かべて、首を傾げてそう言った。それを神薙は、本当
に意地の悪いものだと思い、思わずヘッドロックでもして吐かせてやろうかと思ってしま
った。何しろ、彼自身の存亡がかかって（？）いるのである。彼の苛ただしさは、すぐに
頂点に達してしまった。
「いいから教えろ、誰なんだよ！」
「誰なの……かな？」
　それでも彼女は、変わらず笑みを浮かべるだけである。
「はよ教えかい、このくそアマ！　どうしても言わないのなら、力ずくでも吐かせてやる
───」
「俺なら、さっきからここにいるけど？」
　その声───神薙の、背後から聞こえてきた声に、彼は敏感な反応を示した。
　とはいっても、別に後ろを振り向くとか、そういった類の反応ではない。頭に上ってい
た血が、瞬時にして引いていく。つり上がっていた眉も、落ち着いた表情を見せる───
顔を見なくとも、後ろの人物が誰かというのは理解できた。どんな格好をしているのかも
分かる。彼のお気に入りのスタイル。セロリアンブルーの、着古したジーンズ。
「怒ったりして、そんなに真崎の事が心配なのか？」
「冴樹！」
　はじめて神薙は振り返り、彼の親友の名を口にした。久しぶりの対面に、自然と表情を
ほころばせる。が、すぐにそれを怪訝なものとし、
「ちょっと待て……何でこいつの事が心配で、俺が怒らなくちゃならんのだ？」
「何でって、俺に嫉妬してたんじゃなかったのか、お前？」
「嫉妬……？」
　質問を質問で返され、神薙は眉をひそめ、その言葉をじっくりと胸中で反芻した。しば
らくして、今その事に気付いたという表情で、再度質問する。
「あれ……そういや、何で怒ってたんだっけ、俺は？」
「……ま、いいけどな。」
　薄く笑みを含んだ声で西村は言うと、ドアの前で立ちつくしている真崎に向かい合った
「なあ、真崎。司も帰ってきた事だし、今日は食いにいくのはやめとかないか。外でもそ
りゃ楽しいけど、あまり騒げないしさ。勿論ここでも近所迷惑になっちまうけど、家の中
ってのは、外とじゃ勝手が違うだろうし。真崎とはさっきまで色々話したけど、こいつと
も話したい事ってあるしさ。どうする？」
　西村はそう、真崎に促した。どこか雑で、おっちょこちょいな神薙と比べて、西村とい
う男は説得がうまい。彼には、自分にはない言葉の威力がある事を、神薙は昔から知って
いた。
「……そうだね。家の中だと、好きなことできるもんね。それに、今からだとそう長く店
にはいられないだろうし。」
　彼女の腕時計は、九時前を指していた。つられて神薙も彼自身の腕時計を見たが、それ
は既に九時を過ぎている。真崎のとは、ほんの五分違いであるが、時計を少し進めておく
のは、彼の習慣である。神薙は、研究室を出た時間をふと思いだし、こんな事ならもう少
し早く帰るんだったと後悔した。多分、西村はすぐに広島に帰ってしまうだろうと、彼が
旅行か何かで東京に来たものと（この時は）思ったのである。神薙は、自分の研究に口う
るさい真崎と顔を合わせたくないがために、わざわざ大学に行って、かつこんな時間まで
久池井に付き合わせていたのである。もし久池井の帰りを彼が引き留めていなければ、も
う一時間は早く帰れていた。
「そういや冴樹。お前、いつまでここにいるんだ？……っていうか、よくここが分かった
な。」
「ここにこれたのは偶然だよ。東京には、今日も入れて、二週間いる予定だ。最初は、十
日間くらいにしておこうかと思ってたけど。」
「二週間？　そんなに？」
「ああ、真崎がここに泊めてくれるって言うから。あ、それと、こっちに来た理由だけど
───のわっ？」
　そこまで言って、西村は体勢を大きく崩した。途中で言葉を切られたから───だけで
はない。誰かに押されたのである。彼と話していた神薙も、いきなり玄関に向け、強く押
されていた。
　言うまでもない、真崎にである。
「はいはい、男同士、話は楽しいでしょうけど、こんな所じゃなんですから家の中にでも
入ってゆっくりして下さいな。」
　言いながら彼女は、両手で一人ずつ、ガンガン押し込んでいる。神薙と西村の二人は押
されながら、あまりの彼女の力強さに恐怖にひきつった顔でではあるが、それでも話を続
ける。
「ぬおっ？　お前、前から思って、たけど、力あるな！」
「……クッ、司、この分だと、お前、結構真崎に、尻に、敷かれてんだろ？」
「な、何か言ったか、冴樹？」
「い～から入れ～っ！！」
　真崎の気合い（？）と同時に、男二人が吹っ飛んだ。勢いあまって、彼等はそれぞれ悲
鳴をあげる。彼等が家の中に入ったところで、「ったく」と毒づきながら真崎は勢いよく
ドアを閉めた。
　そしてそれが、三人にとっての久しい、そして最後の、楽観的な時間の始まりであった
　その日は、気持ちのいい朝だった。
　普段なら、朝に弱いはずなのに、あまりの清々しさに彼は一気に目が覚めた。
（いや……それだけじゃない、か。）
　と、そう彼は胸中で独白した。気持ちのいいのは今朝だけではない。こんな、身体が軽
く感じるのは昨日からだ。久々にこの、堅苦しい空気が渦巻いている、「医学王朝」と呼
ばれる屋敷から出た時から。
（何で、もっと前からできなかったんだろう？　簡単な事なのに。）
　無言の独白を続けながら、流雲は着替え始める。
（なのに、僕はずっとこの屋敷から出る事ができなかった───ずっとそうしたいと思い
続けながら。）
　長年の葛藤を、悲痛に、そしてどこか懐かしげに、着替えながら想う。
（でも、今は違う───「Ｍ・Ｄ」の人間としてでなくとも、僕は医学の道を歩んでいけ
る！）
　まるで、幼い子供の様に───実際、まだ子供かもしれないが、彼は無邪気に飛び跳ね
たい想いを胸中に秘めながら、手早く着替えを済ませると、必要以上の速さでドアを開け
くぐると、これまた必要以上の勢いで強くドアを閉めた。響きのいい音が、長い廊下にこ
だまする。
　流雲はその勢いのまま階段を駆け下り、少し狭めの───とはいえ、それはこの屋敷で
考えての事であって、実際その広さは十分ではあるのだが───食堂へと入っていった。
そこは主に家族のみでの食事、それも軽めに食事をとる朝食時に使っている。屋敷の中央
にある大食堂は、来賓との会食や晩餐時に使用する。
　だが、そんな事はどうでもいいと、流雲は朝食を急いだ。昨日、慶応で共同研究をした
神薙という男は、今日も研究に付き合ってくれる事を約束してくれたのだ。そう思うと、
別に朝早くから外出する必要はないのだが、ここから一秒でも早く出たいという気にさら
される。朝食を持ってくる使用人の来る間、彼はそわそわと落ち着くにはいられなかった
　そしてやがて、その使用人が朝食を持ってきて、いざ口にしようとした途端、背後から
の一声がそれを制した。
「……も、流雲！」
　ハッ、と我に返った───というわけでもないが、彼はようやくその声に気付いたらし
い。らしい、というのは、その声の大きさからだと、何度も呼んだが反応がなく、たまり
かねて近づいてきた、というところだろうからである。
　勿論の事、声の主は振り向かなくとも分かっていた。同時に、こんな事がついしばらく
前にもあったなと、流雲は記憶の隅に置いてあった過去を思い出す。しかし、今度はあの
時の様にひどく驚愕する必要はない。今は彼には、絶対の存在的自信がある。流雲は、し
ばらく間をおいてから、椅子にかけたまま振り向いた。
「何ですか？　父さん。」
「それはこっちのセリフだ。さっきからお前を呼んでいたのだが、どうしたのだ？　まる
で何かに憑りつかれていたかの様な目をしていたぞ。お前は今、何か一つの事しか考えら
れない感覚に陥って───」
　そこまで喋って、流雲の父・秀治は口を閉ざした。同時に、眉間にしわを寄せる。流雲
はそれに特に感心を持たない様な表情でしばらく父の顔を覗き込んでから、
「……何か？」
「───お前、まさかまだあの研究を続けているのではないだろうな？」
「あの研究？」
「とぼけるな、ＣＡＤの事だ。あれはお前の様な二流が努力を重ねたところでノイローゼ
になるのが関の山だ。あれからは手を引けとつい最近言ったはずだが？」
「……さあ？　僕はあれからした事といえば、昨日久しぶりに外の空気を吸いに行ったく
らいですが？　今まで研究漬けでしたから、何だかすっきりしましたよ。でも、そんなに
何かに夢中になっている様に見えました？　久々の外出で、気分がハイになっちゃってん
でしょうかね？」
　説教を質問で返され、秀治は絶句した。当然、こんな事で絶句するなんて事は普段はな
い───大抵は、さらに説教して黙らせてやるのだが───が、目上の者に反抗した事の
ない息子が、自分の説教を平然とした顔で質問で返したのだ。秀治は目を丸くし、しばら
くその場で言葉を出せないでいたが、
「……そうか。お前は外の様子を見ているのが一番かもしれん。しばらくはＣＡＤの事は
忘却の彼方にでも押しやる事だ。思い出した頃には、我々が片づけているだろう……。」
　驚愕の度が過ぎたのだろう。秀治は普通に喋ったつもりでも、流雲からは言葉を選び選
び喋っていたのがよく分かった。それに、話の内容が父親らしくない。「我々が片づけて
いるだろう」なんて、まるで兄に言う様なセリフである。動揺している父親を見て、流雲
はますます楽しくなった。早く朝食を済ませて外に出たい。まだ用がなくとも、その辺り
をブラブラするだけでもいい。秀治が自分の席に向かうや否や、彼は素早く朝食を平らげ
始める。
　「医学王朝」からの完全離反───それが流雲の、最高の目標であり、夢であった。た
だ単に、父親から勘当してもらうとかの、家族的離反なら容易い事だ。それは彼の父親な
ら喜んでしてくれる事だろう。しかし彼は、「医学王朝」との行動上違背による離反がし
たかった。違背というと聞こえが悪いが、彼にとって「医学王朝」とは、生まれついた規
則の様なものであるため、彼自身としては、この言葉を独立の意味で用いている。しかし
彼はその独立をするためにはあまりにも行動力がなさすぎた───今までは。
（……そう、今までは。でも───）
　彼は、胸中で独白した。
（でも、現在は───もう、僕は孤独なんかじゃない。同じ考えを持った人が、いてくれ
る。財力も、名声もなしに、ただひたすらに研究に取り組む仲間が───）
　朝食を一気に平らげ、そのまま流雲はさっさと外出の準備をするために部屋に戻り始め
た。
　どうもこの屋敷の廊下は、不必要に長い様な気がする。寝起きでまだ頭が起ききってな
いせいかもしれないが、その長い廊下を歩きながらふと、樹は思った。今朝はいつもの正
装じみた格好ではなく、彼の気に入っている革のジャンバーを羽織っている───色が青
という点が、彼には全く似合っていないのだが、彼にはそれが分からないらしい。彼がこ
れを羽織る日というのは、大抵が彼女とのデートの日と決まっている。そして、それが彼
にとって最も落ち着いていられる一日だった。
　そしてまた、この日もその例外ではなく、樹はいつもはいけ好かない弟を起こしに、流
雲の部屋へと向かっていた。冷やかしでも何でもなく、ただ単に朝に弱い弟を起こしてや
ろうと思って、である。彼は部屋の前まで来ると、二回ほどノックして、返事を待たずに
部屋の中へと入っていった。
　が───
「……あん？」
　部屋に入って樹が見たものは、全くの予想外のものばかりだった───ベッドの上には
折り畳まれた掛け布団があり、その上には弟のパジャマが、これも綺麗に畳んで置いてあ
る。普段はめったに外に出る事のない弟の椅子の上には、リュックが一つ放置してあった
確か昨日、どこか出かけたと言っていたから、その時のがそのままここに置いてあるのだ
ろうが。
　しかし、流雲が一体何かを持って出る様な所なんてあるのだろうかと樹は怪訝に思った
が、すぐに興味は失せた。所詮は二流の弟のする事、我々東大出の人間との挙動がそもそ
も根本から違うのだと、彼は少しでも弟に興味を示した自分を、胸中で小さく嘲笑した。
　それからややあって、樹はようやく本来の、ここでの目的を思い出した。自分より弟が
早く起きるなんて、年に何度ある事だろうかと、しばらくその事に気を取られていたらし
い。弟がもう起きているのなら、ここにはもう用はないと、樹は部屋を出ようときびすを
返そうとした。その時、部屋の隅にある机の上に、何枚かの紙切れの様なものがふと目に
止まった。
（……何だ？）
　一瞬、その紙切れに対する興味と弟に対する軽視感とがぶつかりあい、樹は躊躇してそ
の場に足を止めた。数秒もの間───彼にしてみれば、もっと長く思えたろうが───考
えたあげく、とりあえず目だけは通しておく事にした。どうも内容が気になってしょうが
ない。一流というプライドよりも、後々気を引く様な事は早い内に片づけておかなければ
気が済まないという、彼の性格がここでは強かった。
　何かのプリントだろうか───最初はそう思いながら、樹はその紙切れを覗き込んだ。
だが、それは印刷物ではなく、弟の字で、ボールペンで書かれているものだった。全部で
三枚あるその紙切れの全てに、右上に昨日の日付が振ってある。
「研究内容……そして結果？」
　思わず声に出してしまったのを、樹自身は気付いてない様だった。その紙切れの内容に
ざっと目を通した後、彼のこめかみに薄く血管が浮き出たが、それはすぐに消えた。同時
に打算が彼の頭にひらめく。
　この後、樹が朝食を食べに下に降りたのは、食堂に誰もいなくなった後だった。
　一つ大きなあくびをしながら、神薙は駅前の飯屋から出てきた。昼過ぎだというのに、
この日は彼にとっては何故か、いやに眠気のさす日だった。
　寝起きはこれといっていつもと変わらないものだった。ただ違うといえば、西村がいた
事で朝食がいつもより騒がしかった事くらいだった。もっとも、騒がしくしていたのは真
崎一人だけで、男二人はただただ彼女の言う事する事に（うんざりと）同意するだけだっ
たが。
　そしてその、当の真崎本人は今、「する事があるから」と嫌がる（神薙にとってはそう
見えた）西村をむりやり外に引っぱり出して、昨夜言っていた“でえと”とやらに出かけ
ていったのである。眠気が強くなったのはこの時からだったか、と神薙は、その眠気で回
転の遅い頭をフル回転させて思い出した。何しろ、自分が卒業した大学に研究しに行く間
二人は遊びに行っているのである。いくら好きで研究するとはいえ、これは不公平ではな
いのか？　と彼はブツブツと小声で毒づいた。
　だが、“奴”と一緒に遊びに行くよりかは確かに現状の方がマシかと考え直し、今その
“奴”と一緒にいるはずの西村に対し、心底哀れみを湛えた表情で、胸中で合掌した。ど
うせ“奴”は大好きなジェットコースターにでも乗りに行ったのだろう。高所恐怖症であ
る神薙と西村は、そんなものはデートとは呼ばず（いや、呼べず）、皮肉をこめて“でえ
と”と称していた。
　小学五年の時、確か三人で一回、どこかの遊園地に遊びに行った記憶があった。その時
もジェットコースターに乗ったのだが、気分爽快だった真崎に対し、男二人はそれから丸
一日ずっと酔い続けていたのを覚えている。
　そこまで思い出して、彼はかぶりを振ってようやく当初の目的を思い出した。「Ｍ・
Ｄ」の次男坊と駅で待ち合わせの約束をしていたのである。ハッとして神薙は腕時計を見
たが、約束の時間にはまだ間があった。ホッとして彼は自販機でお茶でも買おうかと、ズ
ボンの
ポケットに手を突っ込んで───
「やあ、こんにちは。」
　神薙は、いきなり聞こえた後ろからの声に、危うく財布を落としそうになった。声の主
は見なくても分かる。
「や、やあ。え……と、確かまだ約束の時間にはなってないと思うけど……。」
「ええ、でも、家にいてもつまんないんで、早めに来ちゃいました。」
「あ、そ、そう……。」
　慌てて財布をポケットにしまい、神薙は適当に相づちを打った。流雲は昨日と同じリュ
ックを背負い、羽織っているジャンパーだけが昨日と違っていた。まあそれはどうでもい
いかと、神薙はあさっての方を向いて頭を掻いた。
（いい奴なんだけど……どうもこいつ、調子狂うんだよな。）
「あの……何かあったんですか？」
「え、あ、別に。何で？」
「いえ、あの、何だか落ち着かない様子なもんで。」
「そ……そうか？」
　言われてみて、まあそうだろうなと神薙は確かに自認した。だが、
（そりゃ、てめえのせいだろうが。）
　と、胸中での毒づきも忘れなかった。そんな神薙の態度を見てか、流雲はしばらく目を
しろくろさせていた。そしてああ、と今さらの様に気付く。
「あの、もしまだ何か用があるのでしたらおかまいなく。それまで僕はここで待ってます
ので。」
「……ん？　あ、ああ、いいよ別に。そんな特にこれといったもんじゃないから。その、
なんだ。君も別に何も用事がないんなら、ちょっと早いけど行こうか。」
「あ、はい。」
　元気よく返事をしてきた流雲に対して、神薙は話し方だけでなく歩き方もぎこちなかっ
た。ふと、（真崎と一緒に外に出るのより、かえって大変かもしれん）と脳裏に浮かんだ
文章が、双眸に焼き付いて見えた様な気がした。
　駅から大体三、四分経っただろうか。二人はしばらく一緒に黙って（神薙は意外だ、と
思ったと同時に嬉しかった）歩いていたが、「医学メディアセンター」という建物が見え
てきたところで、流雲が唐突に口を開いた。
「ところで神薙さん。一つお訊きしたいんですが？」
「……何だ？」
「神薙さんは、現在、世界中においてのキャッド患者がどのくらいかご存じですか？」
「……世界の約三パーセント……。」
「……え？　世界の、何ですって？」
「ん、あ、ああ、何でもない。いや、俺はそこんところはよく知らないな。一体どのくら
いなのか、君は知っているのか？」
　神薙が慌ててそう言うと、流雲は勝ち誇った様に胸を反らし、
「いけませんね、神薙さんともあろうお方がこの程度のデータを知らない様では。これは
ですね、うちの……ああ、「Ｍ・Ｄ」の事ですけど、うちの情報によれば、病状の重度を
問わずにですと、世界人口でいうと約二億五千七百万人、うち日本では百六十万人だそう
です。世界人口の約五パーセントに対し、日本では一パーセント未満というのは、何か日
本ではキャッドにかかりにくい要素でもあるんでしょうかね？」
　などと、全く人事の様に流雲は楽しそうに言った。そんなに俺に勝ち誇れるのが嬉しい
か、と神薙は半ば呆れてしまった。が、
（しかし……さすがにそこのところは抜け目ないな。解析が無理なら資料から攻めていく
ときたか。）
　ふと彼は、法井の言っていた言葉を思い出した───「研究におけるパートナー」。確
かにその通りだ、と彼は改めて思った。研究に必要なデータは「医学王朝」という組織を
通じて流雲から知る事ができる。ただ、それなら地球上の事を全て知る事のできる法井の
方がいいかもしれないが、彼女はパートナーという柄ではない。そう、全てを知っている
からこそパートナーという、自分の補佐役に収まりきれない彼女と研究をする気にはなれ
ないだろう、と神薙は自認した。いや、この事を分かっているからこそ、彼女は流雲とい
う人間を自分のパートナーに選んだのだろう。それに───彼女は、依頼人である。パー
ナーではない。
　まだ何か横で喋っている流雲をよそに、神薙は独り、脳裏に浮かぶ文字や単語を整理し
始めた。
（法井の言っていた事が本当なら……世界の約三パーセントから、人類の五パーセントを
引いた残りが、建築物の様な非生物だって事か。という事は、症状の進行は生物が早いが
冒され易いのは非生物という事か……いや、違うな。恐らく“地球そのものを占めている
割合”が、生物より非生物の方が大きいせいだろうな。いや、待てよ。そうすると、地球
上の物質が、一定の割合でキャッドに冒されている……？　いや、そんなバカな事がある
はずはないか。伝染に一定もクソもないんだ。抵抗力の弱い奴が病にかかり易いのは、当
然なんだからな。それじゃあ、キャッドの伝染を成す病原体は存在しないか、あるいはき
っちり、病原体が世界中にもれなく広がっているって言ってるみたいじゃねえか。まるで
地球上にいるという事が、キャッドに冒される絶対必要条件みたいな───）
「その通りよ。」
「あん？　何か言ったか、法井……って、え……？」
　神薙は我に返り、慌てて周りを見回したが、そこにはきょとん、とした表情の流雲が立
っているだけだった。
「……どうしたんですか、神薙さん？」
「え、あ、ああ、悪い、何でもない。何か、空耳が聞こえた様な気がしただけさ。」
　慌てながらも、神薙は適当に相づちを打ったが、それでも流雲ははて？　という表情を
崩そうとはしなかった。だが、しばらくして違う意味で彼はそれを崩す事となった。大学
の研究室に着いたのだ。彼はにわかに表情を明るくし、神薙の隣で騒ぎ立てた。
「着きましたよ、神薙さん！ 場所は昨日と同じ所でいいんですか？」
　流雲は、放っておいたら一人でとっとと行ってしまいそうな声を出して神薙の顔を覗き
込んだ。だが神薙は、言われて俯き、黙り込んでしまった。いくら久池井と親しくても、
彼に無断であの研究室を使う気にはなれなかった。勿論、もし無断で使用しても久池井は
神薙を許すだろう。それは彼自身も分かっている。しかし、それでも大学ＯＢとしてのメ
リハリはつけたかった。昨日は法井の事もあって、勢いで流雲と約束してしまったが、正
直神薙はここまで来てはじめて迷った。今さら真崎の家に戻るとも言えないし、かといっ
てそうしてもロクな研究はできはしない。悩んだあげく、仕方なく彼は久池井の研究室に
向かおうと考えて───
「いいわよ、来て。」
「うぉぅうわわわっ！？」
　神薙の大声に、流雲は思わずビクッと肩をひきつらせた。それには目もくれずに、神薙
は必死で自分を落ちつかせようとする。
（な、なな、な何だったんだ、今のは？）
「だから、私だって。」
（……………………。）
　彼は深呼吸した。勿論、驚愕したままの流雲は無視して。深呼吸を繰り返し、しばらく
して適当に落ちついたところで、心の中で思いっきり叫ぶ。
（こぉの、人間の常識のカケラも知らんウスラくそボケへんてこアマが！！）
「……ひどい言われよう。」
　神薙の心の叫びに、しかし法井はのほほんとした声で返してきた。
（てめぇ、今度は何の用だっ！？　まさか、テレパシーでキャッドの事を教えるとかいう
んじゃあるまいな？）
「よくわかったわね、これがテレパシーだって。」
（うるせえっ！　とにかく、そんな悪趣味で遊ぶ暇があったら、さっさとキャッド攻略を
教えろってんだ。そうしないと、一番困るのはてめぇだろうが！）
「分かってるわよ、だから、こうして今から何をするべきなのかを教えようとしてるんじ
ゃない。」
（……………………。）
　神薙は黙りこくった。とはいえ、もともと黙っているのだが。しかし、黙ったままいき
なり形相を変えたりするのは、端から見て当然おかしなものなのであり、実際それを見て
いる流雲は、開いた口が閉じない状態に陥っていた。だが、神薙はそれに気付かない。
（……で？　一体、どうすりゃいいんだ？）
「とりあえず昨日と同じ場所に来て。久池井教授を既に呼んでおいたから。あ、勿論昨日
の流雲君のと、似た様な方法でだけどね。」
（久池井さんをって……何が目的なんだ？）
「とりあえず、今は彼と流雲君を会わせたいの。いずれ、私も直に会いたいんだけど……
まだ、今はその時期じゃないわ。彼等には、もっとじっくり現状を知ってもらう必要があ
るの。あなたみたいに、いきなり私と会って正気を保てる保障がないから。」
（……うるせ。）
　別に意味はないのだが、本人のいない所で（もっとも、彼女には見えているかもしれな
いが）神薙は目をそらした。するといきなり、視界におどおどした流雲の姿が映り、彼は
驚愕した。
「な、何だ。一体、どうしたんだ？」
「え、いや、神薙さんこそどうしたんですか？いきなり、怒った顔をしたり、考え込んだ
り……どうかしちゃったのかと思いましたよ。」
「え、ああ、すまん。ちょっと、考えててな。昨日使った研究室は、俺が学生の頃にお世
話になった教授の管轄なんだよ。だから、今日も使わせてもらうって事を、彼に先に伝え
ようかどうか迷ってたんだが……。」
「あ、僕はここで待ってますから、かまいませんよ。」
「いや、その……この時間なら多分、研究室にいるだろ。そこで直接頼む事にしよう。」
　まさか、天の声が聞こえてその教授が研究室にいるという事を知ったとも言えず、それ
でも何とか神薙はこの場を切り抜けた。同時に、自己中心的に物事を進める法井の顔を思
い浮かべ、呪う。
（あのアマ、記憶操作だか何だか知らんが、今日も研究室を使うとかってのもついでに知
らせてもバチは当たらねえってのに。）
「……それは昨晩、あなた自身が久池井教授に伝える事なんてのも、いくらでもできたん
じゃない？」
（……………………っ！！）
　ちょっと愚痴ったつもりが、さらに嫌みで返されてしまい、神薙は肩をいからせた。が
それもまた無駄なのだろうと思い、彼は脱力感に襲われ、代わりに深い溜息を一つついた
　神薙は考えていた。といっても、まだ久池井の研究室に行く事を迷っているわけではな
い。現に彼は、その研究室のドアの前に佇んでいる。考えているのは、果たして本当にこ
のドアの向こうに久池井がいるかという事だ。確かに法井はそんな事を言っていたが、神
薙はまだ、彼女の言う事を全て信用したわけではない。しかし、迷っている暇はないのだ
選択は迫られている。どちらにしろ、入るしかないのだ───
「どうしたんですか、急に立ち止まっちゃって？　早く入りましょうよ。」
「……………………。」
　彼の後ろでは、当然ではあるが何も知らない流雲が急かしている。彼は一瞬、再び肩を
いからせたが、すぐにやめた。相手にするだけこっちが疲れると、彼は胸中で即答した。
　神薙は意を決し、目の前のドアノブに手をかけた───と彼は思った。あるいは、そん
な錯覚を見たのかもしれない。とにかく実際には彼はドアを開けてはいなかった。
「……あれ？」
　神薙は驚愕の───というより、間の抜けた声を出した。勝手に開いていくドアを目の
当たりにして、彼は目をしろくろさせた。ドアは相変わらずキィ、という音をたて、中に
いる人間の姿を神薙達に見せる。
「く……久池井さん？」
「おお、神薙か。ちょうどいいとこに来たな。」
　神薙は姿を現した男───久池井の顔を見て、ようやくホッとした。久池井はそんな神
薙の気持ちを知ってか知らずか、笑って彼の背中を一つポン、と叩いて、
「何や、今日も研究か？　ああ、何も言うな。ここは好きなだけ使ってええ、そのために
俺は用意しとったんやからな───あれ？」
　久池井は神薙の横に佇んでいる茶髪の少年───少年というには少し、老けて見えるか
と久池井は思った───を見て、彼は首を傾げ、
「神薙……その、横におるのは誰や？」
「ああ、彼ですか？　彼は……」
　一瞬、神薙は躊躇した。流雲の事を言うと、話がややこしくなってしまうのではないだ
ろうか、と。法井がお膳立てをしたというのだから、問題は（多分）ないと思うのだが、
それでもはたして久池井が、この大器晩成型の大物の名を信じてくれるかどうかが不安だ
った。
　もっとも、その不安は彼のでしゃばりによって打ち壊されたが。
「あ、初めまして。僕は明智流雲と申します。昨日は神薙さんと一緒にこの研究室を使わ
せて頂きました。お礼が遅れまして申し訳有りません。」
　と、神薙の不安をよそに、一人でいけしゃあしゃあと自己紹介を始める。それを聞いて
久池井は目を丸くし、
「明智！？　明智って……あの「医学王朝」の？」
「あ、はい。そうです。」
　驚愕して久池井は、しばらく開いた口がふさがらないでいた。見ると、視点も合ってい
ない、神薙は彼を見て不思議そうにそう思った。やがて彼は双眸だけを神薙の方に向け、
「……お前、こんな大物と知り合いやったんか！？」
　と、呆れるほどの大声で神薙に訊いた。流雲を指さして。「医学王朝」の人間である事
を疑わないばかりか、逆にすっかり信じ込んで驚愕している久池井に、神薙も半ば呆れて
しまった。
　一方、大物呼ばわりされて頭を掻いて照れている流雲は、そうはしながらも研究したさ
に、研究室の中を覗いてばかりいる。それに気づいてか、久池井は開ききっていないドア
を押しのけた。
「ま、まあ、こんな所でボーッとつっ立ってても何も始まらんやろ。ほら、神薙、お前も
はよこっちに来いや。こら久々に楽しい研究になりそうやなぁ。」
　言って、一人でいそいそと狭い研究室の中を駆け回り始めた。やけに楽しそうな久池井
（と流雲）に対して、神薙は一人いささか心配そうな顔をしていた。楽しそうな雰囲気を
壊しそうで遠慮していたが、思いきって訊いてみる。
「あの……久池井さん、楽しい研究になりそうって……今日は授業はないんですか？」
「あん？　あるけどそれが何や？」
　彼は、それがあたかも全く関係のない事の様に言う。
「あ、あるけどって……授業は一体どうするんですか？」
「休講。」
　即答。
　同時に神薙の意識は暗転した。ただ、「本当に何も変わっちゃねえや」という言葉の羅
列が、彼の脳裏の中を蠢く。
「何や、どうした神薙。勿論お前も付き合うんやろうな？」
「え、あ、はい。勿論ですよ。」
　野性的な笑みを浮かべ、問う久池井に、神薙は少々ぎこちなく答えた。ある意味神薙も
そうなのだが、よほど楽しい事があると久池井は自己中心的になってしまう。こうなった
ら最後、彼には逆らえない。勿論、もともと研究をしにここへ来た神薙に彼の要請を断る
理由は何もないのだが、どうもこの久池井は、神薙は少々苦手だった。
「かーっ、何や久々に燃えてくんなー、最高の教え子と国内最高峰の医学家の次男坊と研
究か。こんな機会は滅多にないやろからなぁ、よっしゃ、俺の知識を出し惜しみなく披露
してやっから、よ～く聞いてやがれ野郎ども！」
　しまいには、何を言ってるのかよく分からなかったが、少なくとも久池井がこれからま
すます酔狂していくだろうという事は検討がついた。神薙は疲労の溜息を一つついてから
思い出した様に、
「そういや……知識で思い出したんですけど久池井さん、何故彼を「医学王朝」の次男と
知っているんですか？」
「あん？　俺ぁな、初代の頃から「医学王朝」に目を付けていたんや……エイズの治療法
を発見する前からな。今じゃ何でか知らんが次男坊はマスコミには関わってないみたいや
が、昔はよく、家族の特集とかやっとったからな……それで覚えとったんや。しかし、も
うこんなに大きくなったんか……時の流れっちゃ、早いもんやな。最初見た時は全然気づ
かんかった。」
　正直、聞いて神薙は驚愕した。七年前のエイズ治療法発見以前から「医学王朝」に目を
付けていた人間なんて、恐らく世界に、いや国内でさえほんの一握りしかいないだろう。
何せ、その時はまだ「医学王朝」とは名乗ってなかったのだから。当時の初代がエイズの
研究を始めて「明智家」の名が世間に広まったのは、数年の時間が要った。恐らく久池井
は、この辺りから「明智家」───「医学王朝」の事を知りだしたのだろうが、この事は
久池井の、医学に対する情熱を神薙に知らしめた。
　そして神薙は、久池井と何か話している流雲の方を見た。法井が自分に当てた、最高の
パートナー───恐らく、久池井よりも優れているであろう彼と、三人で取りかかれば解
析できない病なんてないかもしれない。自分にとって、彼等ほど頼もしい仲間はいないの
だから。神薙は心底、そう思えてきそうな気がした。しかし───
「さーって、世界を恐怖に陥れるこの難病・ＣＡＤ───“Ｃｅｌｌ　Ａｃｔｉｖｉｔｙ
Ｄｙｉｎｇ”を、一体どうやって攻めていく、諸君？」
　久池井は、まるで狂科学者がサンプルを弄ぶかの様にキャッド細胞の入った試験管を二
人に見せつける。それに科学者の助手よろしく、流雲が彼もまた妙に熱くなって手を挙げ
る。
「はい、久池井先生！！」
「む、明智君、何か言ってみたまえ！」
「ハッ、今までの研究のデータから、病原体からのワクチン発見は困難と思われますので
ここはＱＳＡＲ解析で、創薬の射程範囲を狭めていく事が賢明と思われます！」
「うむ、分かった！　さっそく、ＬＯの準備に取りかかれ！」
「了解！」
　早くも師弟関係で結びつき、熱気に満ちている二人を横目に、しかし神薙は悲哀に独り
思いに耽ていた。
（それでも───俺達はキャッドに勝てるはずがないんだ。「医学王朝」の連中はもとよ
り、だ。誰も勝てるはずがない。物理的研究によってキャッドの攻略法が見つかる事は、
実質上ありえないのだから───）
　それを、俺にどうしろというんだ───
　神薙は、多分どこかで聞いているであろう法井に、声にならない独白を洩らした。
　ジリリリリ……
　診察室の隅に置いてある、やたら古い電話がけたたましく鳴った。中川は診察中の手を
休め、患者に一言断ってからベルと共に震える受話器を手に取った。
「はい、もしもし、中川医院───何だ、西村君か……ああ、別にかまわんよ、大して忙
しくないから。どうしたんだ？　そんな泣きそうな声をして……何、遊園地？　うん……
うん、それで…………」
　五・六分ほどの会話を終え、中川は受話器を戻した。昼過ぎで日差しもいいのか、見る
と患者はうたた寝をしている。中川は一瞬目を丸くし、苦笑いをして患者を優しく揺り起
こした。
「もしもし、電話は終わりましたよ。」
「……ん、ああ、すみませんね。」
「いえ、かまいませんよ。」
「それで、誰からだったんですか、今の電話は？」
「ええ、息子の友達からですよ。東京から。昨夜に見つけたらしいんですよ、息子を。」
「ほう……で？　元気にやってますって？」
「ええ、息子が例の病気の研究を始めたらしくって。」
　中川は、少し照れながら───そして、少し誇らしげに言って、診察台に置いてある新
聞に視線を投げた。今し方───電話がかかってくる前まで、患者との話題にしていたキ
ャッドの記事が、一面に記されてある。
「そう、あの司ちゃんがねぇ。」
「ええ、早いもので、もう二十六ですからねえ……さて、これでよし、と。」
「どうもすいませんね、いつもいつも。」
「いえいえ、どこかまた悪くなったら、いつでも来て下さい。ではお大事に。」
　診察室を出ていく患者を見送りながら、中川は本当に深い、感慨の溜息をついた。
（そう……もう、二十六だもんな……。）
　天井を見上げて、彼は目を閉じた。同時に、昔の、息子と過ごした日々が、瞼の裏に蘇
ってくる。
（昔のあいつとは、比べものにならない様な執着心があるんだろうな……。）
　そう思いながら、司が始めて自分に対抗意識を燃やした頃の、彼の、息子の顔を思い出
す。
（目的に対する強い執着心、若さとガッツ、そして何より、あいつの優しさ───医者に
必要なのは優しさだ、司。それさえあれば、お前はもしかしたらキャッドを攻略
できるか
もしれん───だが、もし無理なら、その時は───）
　俺にだって無理だろう───
　そこで、中川の独白は止まった。驚愕して彼は、目を開ける。
（……はて？）
　彼は椅子から立ち上がり、今はもうだれもいないはずの待合室へと顔を出す。無論、誰
もいるはずがない。
　が───
「おかしいな……？」
　独白を口に出し、中川は頭を掻きながら、怪訝の表情を浮かべて診察室に戻っていく。
念のため、そこにも人がいないか捜してみるが、結果は同じだった。
（空耳か……いや、違う。確かに───）
　確かに聞こえた。中川はそう胸中で独白した。
　若い女性の、悲憤を感じさせる声で。
　それは、全ての医者が敗れる時、と。

